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教 科 名 科 目 名 開 講 期（単位数） 必 選 別

国 語 国語総合 １年普通科・理数科（５単位） 必 修

到達目標（ねらい） 使用教科書・教材

・様々な文章を読む能力を養うとともに、もの
の見方、感じ方、考え方を広くし、進んで表現
し読書することによって人生を豊かにする態

度を養う。

・教 科 書 国語総合（数研出版）

・便 覧 クリアカラー国語便覧（数研出版）

・古典文法 体系古典文法（数研出版）

・漢 文 必携新明説漢文（尚文出版）

学 習 内 容（学習時期） 学習到達目標（ねらい）

【前期中間】

〔現代文〕

・春の憂鬱

・はじめて考えるときのように

・羅生門 ・「攻撃」と「共存」

〔古文〕

・検非違使忠明 ・阿蘇の史 ・大江山

・なよ竹のかぐや姫 ・天人の迎え

・徒然草①

〔漢文〕

・入門一 ・入門二 ・矛盾

・漁夫の利 ・借虎威

【前期末】

〔現代文〕

・花のような人 ・食を料理する

・城の崎にて ・詩

〔古文〕

・徒然草② ・伊勢物語①

〔漢文〕

・朝三暮四 ・管鮑之交

【後期中間】

〔現代文〕

・メディア・リテラシー ・短歌と俳句

・潮騒

〔古文〕

・伊勢物語② ・平家物語 ・和歌

〔漢文〕

・唐詩

【学年末】

〔現代文〕

・字引きについて ・時を刻み切り取る

〔古文〕

・土佐日記 ・おくのほそ道

〔漢文〕

・論語 ・雑説

短い随筆を読むことで、優れた文章表現に触れる

表現を追うことで、正確に読み取る姿勢を身につける

小説、評論の基本的な読み方を身につける

古典学習の基礎を学び、音読の習慣をつける

用言の活用について学ぶ

場面の変化を追いながら物語を読み取る

漢文の基礎について学ぶ

短い漢文に読み慣れ、音読する

表現に注意しながらそれぞれの作品世界を味わう

主人公の心情を追いながら、主題について考える

助動詞・助詞について学び、現代語訳する力をつける

句法について学び、時代背景をもとに人間の生き方を考

える

論理的な文章の展開を学ぶ

作品の感動の中心はどこにあるか考える

敬語について学び、物語のおもしろさを学ぶ

形式の理解を踏まえて音読をし、感動の中心について考

える

具体例をもとに論理的に展開される文章を理解する

古典文法の理解を深め、日記文学について学ぶ

時代背景をもとに、筆者の主張を考える

評価方法 学習の方法

・出席、授業への取り組み状況

・定期考査

・提出物（課題レポート等）

・予習で、何がわからないかをはっきりさせてから授業

に望む。

・授業をよく聞き、正確にメモしながら「その授業で学

んだことが何であるかわかる」詳細なノートを作る。・

授業以外でも積極的に様々な書物に触れ、自分一人で文

章を読み、考え、理解し、その考えを文章にまとめる体

験を積み重ねる。



教 科 名 科 目 名 開 講 期（単位数） 必 選 別

国 語 現 代 文 ２年普通科・理数科（３単位） 必修

到達目標（ねらい） 使用教科書・教材

近代以降の様々な文章を読む能力を高めるとと

もに、ものの見方、感じ方、考え方を深め、進ん

で読書することによって人生を豊かにする態度

を育てる。

・教科書 現代文（数研出版）

・資料集 新訂総合国語便覧（第一学習社）

生きる漢字・語彙力（駿台文庫）

学 習 内 容（学習時期） 学習到達目標（ねらい）

【前期中間】

・随想「これを、～とする」

・随想「デザインのデザイン」

・小説「山月記」

・評論「手の変幻」

【前期末】

・評論「マンモスの歩いた道」

・詩４編

・短歌、俳句

・評論「物語と人間」

・評論「ヒトはなぜことばを使えるか」

【後期中間】

・小説「こころ」

・評論「越えてきた者の記録」

【学年末】

・評論「カラスとケータイのいる都市」

・小説「向こう側の幸せ」

・筆者の体験を読み自分の世界を広げる。

・筆者の観点を参考にして世界における日本を考える。

・登場人物の行動を追いながら心情を考える。

・人間の存在の実体について考える。

・論理的な展開に注意しながら筆者の考えを正確に読

み取る。

・論理的な展開に注意しながら筆者の考えを正確に読

み取る。

・様々な詩、短歌、俳句を読み、表現の豊かさを感じ

るとともにそこにこめられた作者の思いを感じ取る。

・筆者の考えを正確に読み、様々な形で内容を表現す

る。

・人間存在のありようと作品の構成に注意して登場人物

の心の動きを読み取りながら、小説全体のテーマを考え

る。

・越境を経験した筆者の論を読み、国際的な視点で日本

語の独自性や日本の状況について考える。

・具体的なカラスやケータイという現象から提起された

現代日本の「穴」という抽象的な問題を読み取る。

・ユーモラスな表現の背後にある生きることへの問い

かけを読み取る。

評価方法 学習の方法

・出席、授業への取り組み状況

・定期考査

・小テスト

・提出物（週末課題、課題レポート等）

・論理的な展開、登場人物の心情等に注意しながら 本

文を正確に読み取る。

・自分の言葉で説明できるようにする。

・漢字、語彙を確実に自分のものにできるようにこまめ

に辞書を引く。

・図書館等を利用して積極的に読書に取り組む。



教 科 名 科 目 名 開 講 期（単位数） 必 選 別

国 語 古 典 ２年普通科（３単位）・理数科（２単位）必修

到達目標（ねらい） 使用教科書・教材

古典としての古文、漢文を読む能力を養うととも

に、ものの見方、感じ方、考え方を広くし、古典

に親しむことによって人生を豊かにする態度を

育てる。

・教科書 古典（数研出版）

・参考書 【古文】体系古典文法（数研出版）

古文単語３１５（桐原書店）

【漢文】新明説漢文（尚文出版）

学 習 内 容（学習時期） 学習到達目標（ねらい）

【前期中間】

〔古文〕

・『今昔物語集』「鹿の歌」

・『発心集』「永秀法師、数寄のこと」

・『伊勢物語』「初冠」「あずさ弓」「渚

の院」

〔漢文〕

・故事５編

・漢詩

【前期末】

〔古文〕

・『大和物語』「生田川」「をばすて山」

・『枕草子』５編

・『源氏物語』「光源氏誕生」

〔漢文〕

・『史記』「鴻門之会」「四面楚歌」

「項王の最期」

【後期中間】

〔古文〕

・『源氏物語』「若紫」

・『更級日記』「あづま路の道のはて」

「物語

・『大鏡』「三船の才」「道長の剛胆」

「南院の競射」

〔漢文〕

・文章３編

・思想

【学年末】

〔古文〕

・『方丈記』

・『徒然草』

〔漢文〕

・思想

・和歌の役割を理解し、登場人物の心情を把握する。

・本文を通して当時の人々の価値観を理解する。

・歌物語の学習を通して文中で和歌に込められた心情を

理解するとともに、和歌の修辞について学ぶ。

・本文をしっかりと読み、文章の展開を理解する。

・それぞれの詩の情景、心情を理解する。

・地域伝承を基にした題材を収録する本作品の特徴を理解

し、読み味わう。

・作者清少納言の視点について理解する。

・人物関係に注意しながら、登場人物の心情を把握す

る。

・登場人物の置かれた状況を理解し、展開のおもしろさ

を読み味わう。

・人物関係に注意しながら、登場人物の心情を把握す

る。

・登場人物の人物像を把握する。特に道長の人物造形につ

いて理解し、この作品の特徴を学習する。

・作者の視点に着目しながら、作者の意見、価値観を理

解する。

・本文の学習を通して、作者の思想について理解を深め

る。

・随筆を通して、筆者の考え方、価値観を理解する。・

本文の学習を通して、作者の思想について理解を深め

る。

評価方法

・出席、授業への取り組み状況

・定期考査

・小テスト

・提出物（週末課題、課題レポート等）

・本文を文法、古文単語、句法、重要語に注意しなが

ら現代語訳する力を身につける。

・当時の人々の考え方、価値観、文化に理解を深める。

・文法、古文単語、句法、重要語をしっかりと自分のも

のにする。



教 科 名 科 目 名 開 講 期（単位数） 必 選 別
国 語 現 代 文 ３年普通科・理数科（２単位） 必 修

到達目標（ねらい） 使用教科書・教材
１ 現代文に取り上げられている文章は、現代の

そして、人間の問題・課題に対して、なんら
かの回答を示した文章である。現代の課題・
問題に関心を寄せ、問題意識を持ち、その回
答を熟読して、現代の問題・課題を切り開き
、現代社会を生き抜く力を養う。

２ 小説においても、生きる、あるいは、生きた
、また、生きられたかもしれない人間とその
生に深い関心を寄せ、熟読する。

３ 意識して文章を読み、筋道だった読解法を身
に付け読み取ったことを表現する力を養う。

４ 語彙、評論用語を基礎から理解し、日本語の
使い手としての能力を養う。

・教科書
新訂高等学校現代文（第一学習社）

・副教材
現代文学習課題集 ※二年次より継続使用

『ことばはちからダ！ 現代文キーワード』
（河合出版）

・問題集
『アップリフト現代文入試標準』（Ｚ会）
テーマ別問題集（桐原書店）
応用～実戦問題集

センター試験過去問題集、記述対策問題集
（尚文出版、駿台）

学 習 内 容（学習時期） 学習到達目標（ねらい）
【前期中間】
○「誘惑する情報」（西垣通）
○「未来世代への責任」（岩井克人）
○「ウサギ」（南木佳士）

【前期末】
○テーマ別評論・小説問題集

（記述式＋選択式）

【後期中間】
○記述評論・小説問題集

【学年末】
○センター試験対策演習
○二次記述対策演習

１ 現代文を読む際の心の態度、アプローチを意識し、
内面化する。

２ 現代の課題や問題、人間の生に関心を持ち、熟読し
深く考える態度を身に付ける。

３ 筆者と対話し、内容を文中の語句を利用したり、自
分の言葉で説明できる力を養い、論旨のまとめ方を
学ぶ。

４ 語彙力を強化・拡充する。

１ 近代から現代の課題や問題、人間の生に関心を持ち、
熟読して理解する。

２ 筆者と対話して、内容を文中の語句を利用したり、自
分の言葉で説明できる力をアップさせ、論旨を的確に
まとめられるようにする。

３ 本文から発展させて、現代の問題も人間の問題に自自
分の問題意識と解決の方向性を論述できるようにす
る。

４ 語彙力を強化・拡充する。

１ 近代から現代の課題や問題、人間の生への理解をもと
に論じられていることに深く関心を寄せ、筆者と
対話しながら読む。

２ 文中の語句を再構成して説明したり、自分の言葉で説
明できる力をアップさせ、論旨を的確にまとめられる
ようにする。

３ 語彙力を強化・拡充する。

１ 高校における現代文学習の総仕上げとして、文章を速
読し論旨や心情、論の構成の特色や表現の特徴を把握
し、所与の設問のポイントを見抜いて、充実した解答
を作成する能力を完成する。

評価方法 学習の方法
・出席・課題への取り組み状況

・定期考査

・提出物（週末課題など）

・自ら進んで読み、考える心の姿勢を高く評価する。ま
た、語彙力、日本語表現能力の向上のため、辞書やキー
ワード集など副教材を使って調べ考える態度を重んじ
る。
・覚えるべきは覚える、筋道だった方法で考えるところ
は考える、この二本の線を中心に、記述問題を中心に大
学入試問題レベルで出題する。
・前期期末考査まで課す。土・日などの自学・家庭学習
に自ら進んで取り組んだ結果として、評点に大きく加味
する。
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